
産経新聞 24.2.9 

ロシア空軍機が挑発 「近年最大規模」 

 

 複数のロシア軍機が８日、太平洋と日本海で日本領空付近に接近したことが分かった。複数の政府筋が

明らかにした。近年最大規模の挑発飛行だという。航空自衛隊は、露軍機が日本を１周する可能性もある

とみて戦闘機を緊急発進（スクランブル）させ、警戒を強めている。 

 露軍は長距離爆撃機ＴＵ９５、戦闘機ＳＵ２７、空中給油機、空中警戒管制機（ＡＷＡＣＳ）など少な

くとも５機。空中給油機はＩＬ７８とみられる。ＡＷＡＣＳが日本領空に接近飛行するのは極めて異例で、

空自戦闘機は初めてＡＷＡＣＳを目視確認し、写真撮影した。 

 ＳＵ２７は日本領空すれすれを飛行し、日本海を北上した。ＴＵ９５は日本海を北上後、宗谷海峡を抜

け、太平洋を南下。房総半島周辺で反転して北上し、８日夕に北方領土付近で空中給油し、再び日本海に

入り南下を続けた。昨年９月にＴＵ９５が日本一周した際も北方領土付近で空中給油した。 

 今回の挑発は「北方領土の日」の７日、野田佳彦首相が「強い意志でロシアとの交渉を進めていく」と

決意表明したことへの対抗措置との見方が強い。 

 


